
 

今
日
か
ら
フ
ル
パ
ワ
ー
！ 

八

月

二

十

七

日
、
ち
ょ
っ
と
短
い

夏
休
み
を
終
え
、
鳴

鼓
っ
子
が
元
気
に
、

笑
顔
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。 

二
十
七
日
間
と

例
年
に
比
べ
十
日

以
上
も
短
い
夏
休

み
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
夏
休
み
が

い
つ
も
よ
り
短
か
っ
た
こ
と
は
、
逆
に
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
学
期
、

子
供
た
ち
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
本
当
に
良
く
頑

張
り
ま
し
た
。
元
気
に
、
明
る
く
、
そ
し
て
優
し

い
鳴
鼓
っ
子
に
育
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
長
い

夏
休
み
よ
り
も
、
今
年
の
よ
う
な
短
い
夏
休
み
の

方
が
、
一
学
期
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や

身
に
付
け
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
続
き
で
ス
タ
ー

ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。 

始
業
式
で
は
、
子
供
た
ち
に
は
、「
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
は
昨
日
ま
で
。
今
日
か
ら
は
、
鳴
鼓
っ

子
も
先
生
た
ち
も
フ
ル
パ
ワ
ー
で
頑
張
ろ
う
。

「
挨
拶
、
返
事
、
発
表
、
元
気
が
出
る
学
校
も
、

少
し
ず
つ
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
今
日
か
ら
、

フ
ル
パ
ワ
ー
で
突
き
進
み
、
一
学
期
の
成
長
の
上

に
積
み
上
げ
よ
う
。」
と
伝
え
ま
し
た
。 

 

 
 

ま
た
、
二
学
期
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
も
う

一
歩
」
と
い
う
言
葉
を
子
供
た
ち
に
示
し
ま
し

た
。
一
学
期
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
頑
張

っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
学
期
は
、
そ
の
一
学
期
の

頑
張
り
の
上
に
積
み
重
ね
を
し
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
。「
も
う
一
歩
前
に
」「
も
う
一
つ
上
を
」

目
指
し
て
、
勉
強
も
運
動
も
、
係
な
ど
の
仕
事
も

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
職
員

一
同
、
子
供
た
ち
が
「
も
う
一
歩
前
へ
」
進
め
る

よ
う
、
全
力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

挨
拶
に
つ
い
て
考
え
る 

始
業
式
の
中
で
、
子
供
た
ち
に
「
挨
拶
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
。 

 

「
挨
拶
」
は
、
な
ぜ
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。「
挨

拶
」
と
い
う
字
の
「
挨
」
に
は
「
心
を
開
く
」
と

い
う
意
味
が
、「
拶
」
に
は
「
相
手
に
近
付
く
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
挨
拶
と
は
、「
私
は

あ
な
た
に
心
を
開
い
て
い
ま
す
よ
」
「
私
は
あ
な

た
に
近
付
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
や
元
気
な
あ
い
さ
つ

を
す
る
人
と
は
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
の
心
を
つ
な
ぐ
第

一
歩
で
す
。
二
学
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
い
さ
つ

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
鳴
鼓
っ
子
の
挨

拶
を
本
物
に
し
ま
し
ょ
う
。 

  

  

私
が
鳴
鼓
小
に
着
任
し
て
、
三
年
が
た
ち

四
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
か
ら
、

「
声
を
出
せ
る
子
供
を
育
て
た
い
」、「
挨
拶
、

返
事
が
で
き
る
子
供
を
育
て
た
い
」
と
願
い
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
子
供
た
ち
に
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
に
そ
の
願
い
を
伝
え
続
け
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
こ
の
三
年
間
で
子
供
た

ち
の
挨
拶
の
声
は
、
以
前
に
比
べ
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
だ
挨
拶
の
声
が

出
な
い
子
供
も
い
ま
す
し
、
限
ら
れ
た
場
面

で
な
け
れ
ば
挨
拶
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
、
挨
拶
指
導
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

子
供
た
ち
は
、
待
っ
て
い
れ
ば
い
つ
か
挨

拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

挨
拶
の
大
切
さ
に
自
ら
気
付
き
、
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
未
熟
な
子
供

た
ち
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
大
人
が

責
任
を
も
っ
て
、
手
本
と
な
り
、
自
信
を
も
っ

て
指
導
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
学
校
だ
け
、

家
庭
だ
け
の
指
導
で
は
、
子
供
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
本
物
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
挨
拶
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
子
供
に
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
が
本
気
に
な
っ
て
育
て
ま
し
ょ

う
。 

「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
。
冷
静
に
か
つ
思

い
を
込
め
て
、
打
て
。」 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

 
 

七
月
末
に
全
国
で
感
染
者
が
千
人
を
超
え
、

現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
市
町

で
の
感
染
も
発
生
し
て
お
り
、
冷
静
に
状
況
を

見
極
め
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
教
育
活

動
を
停
滞
す
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
鳴
鼓
小
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
に
係
る
対
応
」
を
見
直
し
載
せ
て
い

ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
が
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
差
別
・
偏
見
の
防
止
に
向
け

て
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
児
童
生
徒
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
に
対
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
子

供
た
ち
に
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
と
に
、
差

別
や
偏
見
の
防
止
に
つ
い
て
継
続
的
に
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
保
護
者
、
地
域
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
文
部
科
学
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
読
み

い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 

 

九
月
の
主
な
行
事 

一
日
（
火
） 

始
業
式
・
集
団
下
校 

四
日
（
金
） 

避
難
訓
練
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
員
会 

四
日
（
金
）
～
八
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

夏
休
み
作
品
展
（
玄
関
ホ
ー
ル
） 

八
日
（
火
） 

委
員
会
活
動 

十
日
（
木
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
五
年
生
） 

十
日
（
木
）
～
十
一
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 

修
学
旅
行
（
六
年
生
） 

 

十
一
日
（
金
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
一
年
生
） 

十
四
日
（
月
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
三
年
生
） 

 
 

 
 

 
 

 

メ
デ
ィ
ア
オ
フ
週
間 

十
五
日
（
火
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
四
年
生
） 

十
七
日
（
木
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
六
年
生
） 

十
八
日
（
金
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
二
年
生
） 

二
十
一
日
（
月
） 

敬
老
の
日 

二
十
二
日
（
火
） 

秋
分
の
日 

二
十
五
日
（
金
） 

児
童
集
会 

二
十
九
日
（
火
） 
ク
ラ
ブ
活
動 

三
十
日
（
水
）
～
十
月
一
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
泊
学
習
（
五
年
生
） 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
す 

六
年
生
が
九
月
十
・
十
一
日
に
一
泊
二
日
で
修

学
旅
行
に
行
き
ま
す
。
当
初
は
、
福
岡
、
熊
本
方

面
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
「
修
学
旅
行
を
実

施
す
る
こ
と
」
を
第
一
に
考
え
、
長
崎
県
内
の
行

程
に
変
更
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
に
行
き
、
島
原
に
宿
泊
し
ま
す
。
二
日
目
は
、

雲
仙
の
仁
田
峠
に
登
っ
た
後
、
長
崎
市
内
の
班
別

自
主
研
修
を
行
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
住
む
地

元
、
長
崎
の
良
さ
を
知
る
、
見
つ
め
直
す
機
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

宿
泊
学
習
に
向
け
準
備
中 

五
年
生
は
、
九
月
三
十
日
・
十
月
一
日
に
一
泊

二
日
で
宿
泊
学
習
を
行
い
ま
す
。
諫
早
青
少
年
自

然
の
家
で
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ

と
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ば
せ
、
友
達
と
の
絆

を
深
め
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

※
修
学
旅
行
・
宿
泊
学
習
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
、
子
供
た
ち
の
様
子
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

 

 

※
九
月
五
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ 

除
草
作
業
は
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
中
止
し

ま
す
。 

 

八
月
一
日
に
今
崎 

奈
稚 

栄
養
教
諭
が
、
育
児
休

業
か
ら
復
帰
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
代
替
と
し
て

頑
張
っ
て
く
れ
た
堺 

里
絵
子 

栄
養
職
員
が
退
職
と

な
り
ま
し
た
。 



 

 

 


